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けの遅れ(Kitoh and Uchiyama 2006; 
Kusunoki and Mizuta 2012) の要因
として、日本の南海上における下層循
環場の変化が主に注目されてきた 

































 本調査で使用したデータは CMIP3 
(Meehl et al. 2007) 及び CMIP5 






CMIP5 ともに 15 モデル；表１）を使
用した。モデルにより解像度が異なる
が、空間内挿により水平解像度を 2.5
度（東西 144 点、南北 73 点）、鉛直層
数を月別 17 層、日別 8 層に統一した。 





CMIP3 では SRES A1B シナリオ、
CMIP5 では RCP4.5 シナリオを使用
したが、温暖化の度合は前者の方がや




(Knutti and Sedlacek 2012)。 
 モデルによる現在気候の再現性評価




BCCR BCM2.0, CGCM3.1 (T47), CGCM3.1 
(T63), CNRM CM3, CSIRO Mk3.0, CSIRO 
Mk3.5, GFDL CM2.0, GFDL CM2.1, GISS 
AOM, INM CM3.0, IPSL CM4, MIROC3.2 
(hires), MIROC3.2 (medres), 
MPI-ECHAM5, MRI CGCM3.2 
CMIP5 
BNU-ESM, CMCC-CM, CNRM-CM5, 
CSIRO-Mk3-6-0, CanESM2, FGOALS-g2, 
FGOALS-s2, GFDL-ESM2G, 
GFDL-ESM2M, MIROC-ESM-CHEM, 
MIROC5, MPI-ESM-LR, MRI-CGCM3, 
NorESM1-M, inmcm4 
表 1 使用したモデルのリスト 
 













め、スキルスコア (Taylor 2001) を用
いて各モデルによる現在気候の再現性
評価を行う。ここでは、上層の東西風

































































 Hirahara et al. (2012) は夏季のジ
ェットの将来変化を、熱帯成層の安定



























図 5 図 4 と同様。ただし 250hPa 面の速






























 Hirahara et al. (2012) は、夏季に
ジェットの季節進行が遅れるとチベッ
ト高原東縁の中層を源とする暖気移流 
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